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概 要 
平成２９年告示の学習指導要領では，「思考力，判断力，表現力等」の内容「C読むこと」の指導事項は，叙述に基づいて

文章の構造や内容を把握する「１．構造と内容の把握」，書かれていることや書かれていないことについて想像する「２．

精査・解釈」，文章を読んで自分の考えを形成する「３．考えの形成」，形成してきた自分の考えを表現し，互いの考えの相

違を認め合うことを通して自分の考えを広げていく「４．共有」の４つから構成されている。本研究では，特に「精査・解

釈」「考えの形成」「共有」に絞り，文学的文章を読み深めるために「物語の一番の読みどころ」において，それまでの部分

ごとの読みを土台にして「考えを形成」し，異なる考えを持つ他者と考えを「共有」しながらさらに深い「解釈」に導くた

めの授業づくりについて，その実践，検証を試みた。 

 

Ⅰ 研究の目的・ねらい 
  経済協力開発機構（OECD）が2018年に行った学習到達度調査（PISA）によると，日本では，読書を肯定的に捉えている子

どもが多いが，本を読む頻度は2009年の調査時と比較すると減少傾向にあることが分かった。これまで関わった子どもたち

の実態からも，進んで本に手を伸ばし，読書を楽しむことのできる子どもは非常に少ないと感じている。そこで，国語科の

学習において，文学的文章を読み深めることでその楽しさを味わわせ，進んで本に親しもうとする児童を育成したいと考え

た。文学的文章を味わうためには，まず，物語の「一番の読みどころ」を捉えることが大切である。そして，物語全体を深

く読み，部分同士をつなげ，より緊密な関連を図ることで，さらに読みが深まる。部分間のつながりをより強固なものにす

るためには，「解釈」が必要である。それまでの読みや文脈と自分の知識をつなげ，豊かに想像を広げることでさらに読み

は深まり，深く読むことで物語の楽しさを味わうことができる。「解釈」は，叙述や文脈との間で整合性がとれている限り

誤りは無い。その意味から，異なる解釈やその根拠など多様な考えが子どもたちから生み出されると考えられる。そのよう

な場面において，異なる考えを受け入れたり，自分の「解釈」を追求したりする交流活動を通じて共有を図っていきたい。 

本研究では，文学的文章全体を深く読み，それぞれの部分をより強固なつながりで関連付けるとともに，そのための手立

てとして交流活動を位置づけ，子ども同士のつながりで読みを深めるための授業づくりについて検証していきたい。 

 

Ⅱ 研究の方法 
 ○文献研究 

○実践研究 第５学年 「大造じいさんとがん」（東京書籍 ５年 国語）   

第６学年 「海のいのち」「ヒロシマのうた」（東京書籍 ６年 国語） 

 

Ⅲ 研究の結果 
  文学的文章を読み深めるためには３つの「つながり」が重要であると捉えている。１つ目は，物語の本文と自分との「つ

ながり」である。「解釈」は本文の叙述を基にして形成されなければならない。２つ目は，部分間の「つながり」である。

文章のそれぞれの部分をより強固な「つながり」で関連付けることで読みは深まる。３つ目は，他者との「つながり」で

ある。子ども同士が「つながる」交流活動を通してさらに読みが深まる。 
１ 研究の手立て 

① 部分間の関連 

文学的文章は，描かれた情景や人物の様子などをイメージすることで味わうことができる。しかし，描かれているこ

とを心の中でイメージするだけでは読み深めたことにはならない。叙述に沿って心の中に情景等を描きながら読む中で，

ある事象の意味や背景，人物の心情などについて文章全体に目を向けながら部分間の関連を図り，その部分同士がより

強固なつながりで結ばれたとき「読みが深まった」と言えるのではないかと考える。 
  ② 交流活動 

「深い読み」のためには「他者」の存在を設定し，機能させることが必要である。教師による発問や支援が「他者」

としての役割を果たすことも多いが，子ども同士で考えを交流し，試行錯誤しながら「深い読み」へ向かうことで「他

者」の機能を子どもが果たすことができるのではないかと考えている。 
 ２ 「浅い読み」を「深い読み」に導く国語の授業における教師のファシリテーション力 

  （１）子どもの自己分析力の強化 

   ①「わかったつもり」 

     物語を一読したときに子どもに「分からないことはあるか」と訪ねると「ない」と答えることが多い。さらに，

「もっと深く知りたいと思うことはあるか」「今，分かっていること以上に何か分かりそうなことはあるか」と尋ね

ても「ない」と答えるだろう。これが「わかったつもり」という状態である。この「わかったつもり」が「読み」

を深めるための大きな弊害になっている。「わかったつもり」という状態とは，後から考えて不十分だという分かり

方のことで，浅い分かり方のことである。「わからない部分が見つからない」から「よりわかる」状態へ至る作業へ
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方のことで，浅い分かり方のことである。「わからない部分が見つからない」から「よりわかる」状態へ至る作業へ

の必要性を感じない。まず自分は『「わかっている」と思っているけれど，「わかったつもり」の状態にあるのだ』，

と明確に認識しておくことが必要である(西林 2005)。 
文学的文章の「読み」の学習では，単元のはじめに教師の範読を行い，「この物語を通して筆者は私たち読者に何

を伝えたいのか（作品主題）」や「疑問」を書かせている。それらを意識させることで，文学的文章を読む目的意識

が芽生え,読み深めようとする意欲を高めることができた。 
   ② 文学的文章を読むことの意味 
      「なぜ国語の学習でみんなと一緒に物語を読むのか。」「物語を

深く読むことでどんな良いことがあるのか。」という国語科で文

学的文章を学ぶ意義を，子どもたちはこれまで一度も考えたこ

とがなく，「教科書に載っているから」という受動的な受け止め

方をしており，「やらされている」という思いで学習していると

いう実態が明らかになった（授業中の教師とのやりとりより）。

子どもたちの受け身的な姿勢を改めるため，図１に示したよう

な「物語を読む意味」についての説明をし，理解を促した。「物

語を読む意味」が理解できると，子どもたちの物語を「読むこ

と」に対する意識が変わり，これまで「教科書に載っているから」と

いう理由で受動的に学んでいた子どもたちが積極的に学習に参加しよ

うとする学習態度が見られ，意欲の向上が感じられた。 
  （２）授業を組み立てる力 

   【作品主題とは】 

     「作品主題」とは，読み手がその作品を読み深めることで頭の中に生み出された「作品から受け取ったもの」で

ある。作品主題は１つに絞られるべきものではなく，本文に即している限り有効であり多様性が認められる。 

① 部分間の関連を意識した教材研究 

子どもたちが，文学的文章を読み深めるためには，まず教師がその教材を十分に理解することが大切である。

その物語を教師自身が深く味わうことができなければ，子どもの深い読みにつなげることはできない。そのため

に，まずその物語の「一番の読みどころ」から見える「作品主題」を捉えることが大切である。その上で，子ど

もたちにその場面で何を捉えて欲しいのかを明らかにしておく必要がある。さらに，それを捉えさせるためには，

どの場面のどの出来事の何を捉えさせる必要があるのかを考え，教師自身が部分間の関連を図りながら文章全体

を読み，部分同士をつなげ，読みを深めていくことが大切である。 

例として,「海のいのち」に込められた作品主題を表１にまとめた。なお，この２つの作品主題は明確に区別さ

れるものではなく，つながり，関連し合って物語全体の中にちりばめられている。 
 

 

作品主題① 

一人の人間としての成長 

・太一の一生に着目して捉えさせる。まず，物語冒頭の「父もその父も･･･」から海と共に長

い間生きてきたことを捉えさせたい。物語の最後で，太一が結婚して子どもが生まれた場

面とつなげることで，これから先の未来も海と共に生きる生活が継続していくことを捉え

させたい。 

・クエにもりを打たなかった場面から，太一の葛藤を捉えさせると共にクエを通して海の命

や大自然を感じたことを捉えさせる。また，ここでクエを打つ理由は，生活の糧のためで

はなく，己の功名心や復讐のためであるということに太一が気付いたということを捉えさ

せ，もりを打たなかったことを太一の人間としての成長につなげていきたい。 

作品主題② 

人間と自然の共生 

・父や与吉じいさの生き方，そして，それに学び成長していく太一の見方や考え方に着目さ

せる。「海のめぐみだからなあ。」や「千びきに一ぴきでいいんだ。千びきいるうち一ぴき

をつれば，ずっとこの海で生きていけるよ。」の言葉から人間と自然の共生へとつなげてい

きたい。 

 

   ② 子どもの疑問を生かした課題設定 

 単元はじめの教師の範読後に書かせた作品主題についての考えや疑問などを全てカテゴリー別に分類し，教室の

壁面に掲示している（図２）。それを子どもたちと共に確認しながら，その単元の課題を設定していく。子どもの

疑問を生かすことで，目的意識を持って読み深めようとする意欲の向上につなげることができた。また，問い作り

の学習を積み重ねていくことで，単元はじめの段階で，物語の一番の読みどころに着目し，それに対する自分の考

えを持つことができる子どもが増えてきたように感じられる。 

表１：「海のいのち」の教材分析 

図１：物語を読むことの意味 
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③ 部分間の関連を意識した単元計画 

      子どもの疑問を生かした課題を設定した後，その課題が解決できるような単元全体の計画を立てる（表２）。多

くの場合，課題は「物語の一番の読みどころ」に着目した人物の心情の変化に関するものであり，「解釈」の根拠

が本文の中に明確に記述されているとは限らず，叙述を基にしながら自分の持っている知識とこれまでの読みを

関連付けて解釈することが必要である。子どもたちが，その場面においてそれまでの読みを土台にして解釈する

ことができるよう，物語のそれぞれの部分を読み深められるような単元の計画を立てていくことが大切である。 

 

学習過程 時間 ○学習活動 ・交流活動 部分間の関連 読みを深めるための土台 

第一次 

通し読み 

１ 

○範読を聞き，物語に対する自分の考えを持つ。 

 

 

 

 

・単元の初めの考えを書かせ，単元の最後の自分の考えと比較

させることで自己の成長を確認させる。 

・児童の考えを今後の学習の流れや課題につなげることで，今

後の学習への意欲を高める。 

２ 

○児童の考えを基に学習課題，学習計画を設定す

る。 

・それぞれどのような思いを持ったのか伝え合い

ましょう。 

・物語の基礎的事項を確認すると共に，児童が誤って理解して

いる点などを訂正していく。 

・物語の読みどころに着目させ，児童の考えを基に学習課題を

設定ことで課題意識を高める。 

第二次 

部分読み 

３ 

○第一，二場面を読み深める。 

 

・「海のめぐみだからなあ。」に込められた父の思

いを考えよう。 

・父の死後，太一はどんなことを考えたでしょう。 

・P114L1「父もその父も ～ 住んでいた海」に着目させ，物

語の最後とつなげる。 

・父の海や漁に対する思いを知ることで物語の作品主題②につ

なげる。 

・父の死に対する太一の思いを知ることで，第七場面でクエと

対峙したときの太一の心の葛藤を捉える手掛かりとなり，作

品主題①つなげる。 

４ 

○第三場面を読み深める。 

・太一はなぜ与吉じいさの弟子になったのでしょ

うか。 

・「千びきに一ぴきでいいんだ。千びきいるうち

一ぴきをつれば，ずっとこの海で生きていける

よ。」に込められた与吉じいさの思いを考えよ

う。 

・父の敵を討つために与吉じいさの弟子になったということを

捉えさせることで，第七場面でクエと対峙したときの太一の

心の葛藤を捉える手掛かりとなる。作品主題①つなげる。 

・与吉じいさ父の海や漁に対する思いを知ることで物語の作品

主題②につなげる。 

５ 

○第四，五場面を読み深める。 

・「村一番の漁師」とはどんな漁師か考えよう。 

・「村一番の漁師」を捉えさせることで，第七場面において「本

当の一人前の漁師」との比較につなげる。 

・与吉じいさの死を「海へ帰る」と考えたことから，海は全て

の生命の源であるという太一の死生観を捉えさせる。 

６ 

○第六，七場面を読み深める。 

・「村一番の漁師」と「一人前の漁師」の違いを

考えよう。 

・父の敵を討つために父が死んだ辺りの瀬に潜り始めたことを

捉えさせることは，第七場面でクエと対峙したときの太一の

心の葛藤を捉える手掛かりとなり，作品主題②につなげる。 

・父の命を奪った瀬の主の神秘的な様子を捉えさせことで，瀬

の主を「海の命」だと思えた太一の心情の変化へとつなげる。 

この物語の一番の読みどころである太

一がクエにもりを打たなかった場面に

着目し，自分の考えを書いている。 

表２：「海のいのち」単元計画表 

不思議に思ったこと 

疑問点 感想 物語の作品主題 

題名に込められた意味   など 

図２：教室内に掲示した子どもの単元はじめの感想と実際の子どもの記述 

・「本当の一人前の漁師」と「村一番の漁師」を比較させる。

太一がクエにもりをさすことは，自分の功名心から命を奪う

無駄な行為であるということに気付いた太一の心情の変化

を捉えさせ，作品主題①②とつなげる。 

７ 

 

○第七場面を読み深める。 

・太一はなぜクエにもりを打たなかったのか考え

よう。 

・これまでの読みをつなげて考えさせるとともに，第七場面の

叙述から太一の心の葛藤と「海の命」として瀬の主を受け入

れ，「村一番の漁師」として生きていこうとする太一の成長

を捉えさせ，作品主題①②とつなげる。 

８ 

○第八場面を読み深める。 

・太一は，クエを見付けたのにもりを打たなかっ

たことを誰にも話さなかったのはなぜか考え

よう。 

・太一がその後，結婚して子どもを育てている場面と物語冒頭

部分の「父もその父も」を関連付け，命のつながりを捉えさ

せる。 

・太一が，クエを見付けたのにもりを打たなかったことを誰に

も話さなかった理由から，太一の成長や海の命を守り，未来

へつなげていこうとする太一の心情を捉えさせ，作品主題①

②とつなげる。 

第３次 

読み深め 

９ 
○物語の作品主題を考える。 

・物語の作品主題は何か考えよう。 

・これまでの部分間の読みを関連付けて考え，さらに読みを深

める。 

１０ 

○物語が自分に最も強く語りかけてきたことに

ついて自分の考えを持つ。 

・「海のいのち」の中で自分が一番感動したり，

心に響いたりしたことは何ですか。 

・作品主題を踏まえた上で，物語全体を通して自分が最も感動

したり，心に響いたりしたことをまとめさせる。交流活動後，

自分の初発の感想と比較させることで，読みの深まりと自己

の成長を実感させる。 

④ 授業のシナリオ作り 

    ○意図的指名につなげる子どもの考えの把握と分類 

次時の交流活動の課題を事前に知らせ，それについての自分の考えを国語日記にまとめる家庭学習を課し，あ

らかじめ考えをまとめさせた。読みの予習を取り入れることの教師側の利点としては，子どもの考えを事前に把

握し，カテゴリー別に分類することで，それを生かして授業の組み立てを考えることができるという点にある。

交流活動は子どもの「話し合いたい」という意欲のもと，子ども主導で進むことが理想的ではある。しかし，話

題が逸れ，論点が不明瞭なままで話合いを継続することで，一部の子どもだけで交流活動が行われ，他の大勢の

子どもは理解することができずに，交流活動への参加意欲が低下してしまうことが考えられる。交流活動が混乱

したときの様々な手立ても必要であるが，混乱を生まない教師の働きかけも重要である。そのために，子ども主

導の交流活動の中に，図３で示したように，意図的指名を交流活動の中に事前に組み込んだり,子どもの話合いの

状況を見ながら臨機応変に判断したりして，効果的に取り入れることが重要である。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

段階 主な学習活動 

導入 

１ 前時までの学習内容を振り返る。 

２ 本時の学習の課題を確認する。 

 

展開 

３ 国語日記を紹介する 

 

 

 

４ 音読する。 

５ 交流活動を行う。 

① 少人数での交流活動 

 

② 全体での交流活動 

６ 心情曲線を書き入れる。 

終末 ７ 本時の授業を振り返る 

① 「もう戦争をしてほしくない」という解釈について話し合う。 
⇒ ＦとＧ に意図的指名 

② 「『ヒロ子』」を忘れないで」という解釈について話し合う。 
⇒ ＨとＩに意図的指名 
 
 

 
 

③ 「ヒロ子の15年の全部の気持ち」という解釈について話し合う。 
    ⇒ Ｕに意図的指名 
 
 
 
④ 「分からない」と書いていたＸに意図的指名 
 
 
 
⑤ 子ども同士の交流活動をスタートさせる。 

その解釈も整合性は取れているので間違いではないが，それだけ

ではないし，その解釈が一番ではないことを全員で確認し，さら

に整合性の取れている解釈について探るきっかけを作る。 

その解釈も整合性は取れているので間違いではないが，「15 年全

部の思いって何だろうね。」と揺さぶりの発問を投げかける。 

「どうして原子雲のかさをししゅうしたのかみんなで考えてい

こうね。」と投げかける。 

図３：「ヒロシマのうた」における意図的指名を活用した 

授業の組み立て 

ヒロ子がワイシャツにししゅうした原子雲のか

さにはどんな思いがこめられているか考えよう。 

本時の課題：ヒロ子がワイシャツにしゅうした原子雲のかさにはどのような思いが込められているか 
【子どもの考えの分類】 

 ・もう戦争をして欲しくない。戦争を忘れないで欲しい。         Ｆ，Ｇ，（子どもの名前） 

 ・「ヒロ子」を忘れないで                        Ｈ，Ｉ 

 ・「わたし」へ 助けてくれてありがとう                 Ｊ，Ｋ，Ｌ 

 ・生みのお母さんを忘れないように 生みのお母さんに会ってみたいから  Ｍ，Ｎ，Ｏ，Ｐ 

 ・「現実を受け入れたよ」ということ                   Ｑ 

 ・３人に感謝（つながり ３人をつないだのが原爆）           Ｒ，Ｓ，Ｔ 

- 3 -



・「本当の一人前の漁師」と「村一番の漁師」を比較させる。

太一がクエにもりをさすことは，自分の功名心から命を奪う

無駄な行為であるということに気付いた太一の心情の変化

を捉えさせ，作品主題①②とつなげる。 

７ 

 

○第七場面を読み深める。 

・太一はなぜクエにもりを打たなかったのか考え

よう。 

・これまでの読みをつなげて考えさせるとともに，第七場面の

叙述から太一の心の葛藤と「海の命」として瀬の主を受け入

れ，「村一番の漁師」として生きていこうとする太一の成長

を捉えさせ，作品主題①②とつなげる。 

８ 

○第八場面を読み深める。 

・太一は，クエを見付けたのにもりを打たなかっ

たことを誰にも話さなかったのはなぜか考え

よう。 

・太一がその後，結婚して子どもを育てている場面と物語冒頭

部分の「父もその父も」を関連付け，命のつながりを捉えさ

せる。 

・太一が，クエを見付けたのにもりを打たなかったことを誰に

も話さなかった理由から，太一の成長や海の命を守り，未来

へつなげていこうとする太一の心情を捉えさせ，作品主題①

②とつなげる。 

第３次 

読み深め 

９ 
○物語の作品主題を考える。 

・物語の作品主題は何か考えよう。 

・これまでの部分間の読みを関連付けて考え，さらに読みを深

める。 

１０ 

○物語が自分に最も強く語りかけてきたことに

ついて自分の考えを持つ。 

・「海のいのち」の中で自分が一番感動したり，

心に響いたりしたことは何ですか。 

・作品主題を踏まえた上で，物語全体を通して自分が最も感動

したり，心に響いたりしたことをまとめさせる。交流活動後，

自分の初発の感想と比較させることで，読みの深まりと自己

の成長を実感させる。 

④ 授業のシナリオ作り 

    ○意図的指名につなげる子どもの考えの把握と分類 

次時の交流活動の課題を事前に知らせ，それについての自分の考えを国語日記にまとめる家庭学習を課し，あ

らかじめ考えをまとめさせた。読みの予習を取り入れることの教師側の利点としては，子どもの考えを事前に把

握し，カテゴリー別に分類することで，それを生かして授業の組み立てを考えることができるという点にある。

交流活動は子どもの「話し合いたい」という意欲のもと，子ども主導で進むことが理想的ではある。しかし，話

題が逸れ，論点が不明瞭なままで話合いを継続することで，一部の子どもだけで交流活動が行われ，他の大勢の

子どもは理解することができずに，交流活動への参加意欲が低下してしまうことが考えられる。交流活動が混乱

したときの様々な手立ても必要であるが，混乱を生まない教師の働きかけも重要である。そのために，子ども主

導の交流活動の中に，図３で示したように，意図的指名を交流活動の中に事前に組み込んだり,子どもの話合いの

状況を見ながら臨機応変に判断したりして，効果的に取り入れることが重要である。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

段階 主な学習活動 

導入 

１ 前時までの学習内容を振り返る。 

２ 本時の学習の課題を確認する。 

 

展開 

３ 国語日記を紹介する 

 

 

 

４ 音読する。 

５ 交流活動を行う。 

① 少人数での交流活動 

 

② 全体での交流活動 

６ 心情曲線を書き入れる。 

終末 ７ 本時の授業を振り返る 

① 「もう戦争をしてほしくない」という解釈について話し合う。 
⇒ ＦとＧ に意図的指名 

② 「『ヒロ子』」を忘れないで」という解釈について話し合う。 
⇒ ＨとＩに意図的指名 
 
 

 
 

③ 「ヒロ子の15年の全部の気持ち」という解釈について話し合う。 
    ⇒ Ｕに意図的指名 
 
 
 
④ 「分からない」と書いていたＸに意図的指名 
 
 
 
⑤ 子ども同士の交流活動をスタートさせる。 

その解釈も整合性は取れているので間違いではないが，それだけ

ではないし，その解釈が一番ではないことを全員で確認し，さら

に整合性の取れている解釈について探るきっかけを作る。 

その解釈も整合性は取れているので間違いではないが，「15 年全

部の思いって何だろうね。」と揺さぶりの発問を投げかける。 

「どうして原子雲のかさをししゅうしたのかみんなで考えてい

こうね。」と投げかける。 
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（３）「深い読み」につながる交流活動 

   ① 解釈の交流 

     「解釈」の整合性の判断は，本文の叙述が

基でなければならず，叙述や文脈との間で整

合性がとれている限り有効である。叙述に無

い場合は，これまでの読みと自分の知識をつ

なげて「解釈」を作り上げることが必要な場

合もある。そのことから，「解釈」の正解は

一つではなく，多様性が認められる。その多

様性こそが子どもの「豊かな読み」へつなが

るものと考えている。自分とは異なる解釈に

触れることで，自分の解釈を追求し，より「深

い読み」「豊かな読み」へつなげることがで

きると考えた。「解釈」の交流は，一人一人の読みの違いを認め合い，「解釈」が広がる一方で，話合いが拡散してし

まいかみ合わなくなってしまうことが懸念される。まずは，そのような状況に陥りやすいということを教師自身が理

解しておく必要がある。さらに，子ども主導の交流活動であっても，教師が子どもから出てきた異なる意見を整理し，

問題を明確化することが必要であり，子どもの考えを整理したり,論点を明確にしたりするなどして交流活動の軌道

を修正していくことが必要である。また,意図的指名を効果的に取り入れることで，叙述や文脈と整合性の取れてい

る「解釈」に少しずつ近づけていくよう導くことも不可欠である。 

② 軌道修正 

○交流活動の形態 

交流活動の形態を「ペア⇒グループ⇒全体」という流れで行うというように固定せず，学級全体の交流活動を行

っていく中で，教師が状況を見ながらグループなどの少人数に切り替えていくことで，全体での話合いの混乱を避

けることができる。グループやペアなどの少人数で話すことには抵抗感なく取り組めるものの，学級全体での交流

活動では，自分の考えを積極的に発表することに苦手意識を持っている子どもが多いという実態から，そのような

子どもの考えを表現する機会を設けることが大切であると考えた。自力で深い読みができる子どもが，全体の場で

自分の考えを表現することに苦手意識を持っていた場合，その深い読みを学級全体に浸透させることは難しい。そ

のような場合，教師の意図的指名が手立ての一つとして考えられるが，まず，少人数のグループで自分の考えを伝

えることで，そのグループ内に深い読みを浸透させ，全体に広がるきっかけを作ることができる。少人数で話すこ

とによって自信が得られれば，その子どもが自

ら全体の場で自分の考えを表現することも考

えられる。また，その子どもの話を吸収した他

の子どもが，その考えを全体の話合いで発表す

ることも考えられる。教師が授業の流れや子ど

もたちの様子などの状況を冷静に，かつ瞬時に

判断し，より深い読みへ向かうことのできる交

流活動の形態を取り入れていくことが重要で

ある。 

    ○読みの可視化 

「深い読み」のためには，ある事象の意味や背景，人物の心情などについて

文章全体に目を向けながら部分間の関連を図り，その部分同士をより強固につ

なげることが不可欠である。そのためには，これまでの読みを一目で振り返る

ことができるように教室内の学習環境を整える必要がある。これまでの読みを

教室の壁面に掲示することで，授業の導入の際に振り返ることができるだけで

はなく，交流活動が混乱した場合，掲示物を活用してこれまでの読みに立ち返

ることで自然な流れで部分間の関連を図ることができる。特に，自力で深く読

むことが苦手な子どもは，これまでの読みを土台にして，自分の考えを構築す

る傾向が見られる。そのことからも，これまでの読みがすぐに確認できる教室

環境を整えることは，読みが深まることのみならず自分の考えを持つことにも

非常に有効であると実感した。 
    ○叙述の確認 

      「解釈」の基本は本文の叙述である。その面においても，交流活動の軌道修正には本文の叙述が必要不可欠であ

る。しかし，「解釈」の手掛かりが本文に明確に記述されているとは限らない。叙述を基にして，自分の経験や知

識とつなげて空白の部分を想像していくことが必要である。 

 

 

図５：交流活動の形態 

図６：これまでの読みの掲示 

解 釈 

本 文 理 由 

登場人物の気持ち  
語り手の工夫など 

○ページの○行目に･･･ 
なぜかというと･･･ 
部分同士をつなぐ 
本文と自分の知識や経験をつなぐ 

図４：作品の解釈（児玉：2020） 
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いさんが銃を下ろ

したか」である。そ

のことをここで再

度確認することで

「大造じいさんの

目線」で考えなけれ

ばならないという

ことに子どもたち

が気付くことがで

きた場面である。 
 

図６：実際の授業で混乱した子どもの発言場面 

図７：交流活動前後の子どもの国語日記 
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  ２ 読みの深まりと子どもの変容 

    これまでの実践を通して見られた子どもたちの変容を分析した。 

   （１）叙述に基づく「解釈」の習慣化 

     子どもたちの実態として，文章を深く読むための手立ての一つとして本文の叙述に基づいて「解釈」する習慣が付

いていない子どもが多かった。６月に実践した５年生の未履修の教材「大造じいさんとがん」の単元で，「○ページ

の○行目に･･･と書いてあるので･･･」と自分の考えを叙述に基づいて発表した子どもがきっかけとなり，叙述に基づ

いて「解釈」をする子どもが少しずつ増えてきた。現在では，少人数の交流活動でも教科書を片手に持ちながら話し

合っている姿が見られ，多くの子どもが自分の考えを叙述に基づいて考えることができるようになった。      

   （２）物語の一番の読みどころへの着目 

     単元はじめの段階で，物語の一番の読みどころに着目し，作品主題に迫る疑問や感想を持っていた子どもは，６月

に実践した「大造じいさんとがん」では８名であった。しかし，着目していたとしても，その疑問に対する自分の考

えを持っていた子どもは少なかった。 

９月の「海のいのち」では，１４名と半数以上が物語の一番の読みどころを捉えることができ，自分が抱いた疑問

に対する考えを持つ子どもも増えた。その要因として，一つ目は，主人公の行動に対して「なぜこんな行動をしたの

だろう」という「問い」を持ちやすく，物語のおもしろさを実感できる教材であること，二つ目は子どもに深く読も

うとする意識が芽生えたこと，三つ目は物語の一番の読みどころに気付く力が付いてきたこと，四つ目はそれに対す

る自分の考えを持つことが習慣化されてきたこと，の要因が考えられる。 

１２月の「ヒロシマのうた」では，半数以上の子どもが戦争の悲惨さについて思いを深めていた。本教材で捉えさ

せたい作品主題である「苦境の中でもくじけずそれを乗り越えつながる人の愛」については６名の子どものみであっ

た。本教材の第一場面の原爆地獄の描写は読み手に強いインパクトを与える。戦争を経験したことのない平和な今を

生きる子どもたちにとっては心に刺さるものでる。単元はじめの子どもの読みが「戦争の悲惨さ」に比重を置いた読

みになるのは当然のことである。そのような中でも，「人のつながり」やヒロ子や育ての母の心情に着目した考えを

持つことができたことは，これまでの学習の積み重ねだと感じている。 

   （３）部分間の関連 

     「物語の一番の読みどころ」において，読みを深めるために，まずそれぞれの部分を深く読み，関連を図り，それ

ぞれをより強固につなげる必要がある。そのような学習を積み重ねてきた結果，子どもたちが物語全体に目を向けて

様々な部分からつなげて自分の「解釈」を構築することができるようになった。部分間の関連を図りながら自力で深

く読むことが苦手な子どもでも，交流活動の中で友達の深い読みに導かれ，その読みを自分のものとして取り入れな

がら徐々に読み深めることができた。 

   （４）読書意欲の高まり 

登校してから始業までの間，テストが早く終わった時，担任が不在の時など隙間時間を見つけて本に親しむ子ども

が増えてきた。子どものロッカーには，常に物語の本が何冊か並んでいる（図８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 授業実践 

    それぞれの授業実践における子どもの具体的な変容について３人の抽出児を中心に分析した。 

  （１） 「大造じいさんとがん」   椋 鳩十 

① 捉えさせたい主な作品主題 

○人間と自然の（野生動物）との秩序ある生活 ⇒ 両者が共存していくためには暗黙のルールがある。 

○フェアプレイ精神 ⇒ じいさんと残雪の正々堂々たる戦い。 

○大造じいさんの自己変容 ⇒ 鳥を人間以下に見ていた人間の思い上がった意識。 

      ○動物と人間との心の交流 

   ② 本時 

     なぜ大造じいさんは残雪を撃たなかったのか考えよう。                                                  

～国語日記より Ｄさんの「海のいのち」単元末の感想～ 
 ぼくは前の感想とくらべると書き方や読みが深まっているので，ぼく自身も

太一みたいに成長していることが分かりました。正直に言うと，海のいのちの

交流活動が終わってしまうのはちょっとさびしいです。みんなで意見をたくさ

ん出して話合いができたので良かったです。なので，次の交流活動でもみんな

で話合いをしていきたいです。 
 ちょっと気になったことがあって近くの人と話合うときに，Ｅさんが海のい

のちはなんで「命」じゃないんだろうと言っていて，ちょっとぼくもなんでだ

ろうと思いました。またみんなで話合いをしたいです。 
 ぼくは本を読むことがあまり好きではなかったけどみんなで海のいのちをや

れて本を読むことがちょっと好きになりました。この２２人で海のいのちをや

れてよかったです。これでドリームチームワークができたと思いました。ぼく

も太一みたいに優しい心をもった人になりたいです。 
 

図８：物語の本が並んでいる子どものロッカー 
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   ③ 子どもの読みの変容    

Ａは，単元の初めから主題や物語の読みどころを捉えつつあった。交流活動で積極的に発言する方ではないが，友達

の考えを聴いて，自分の考えを再構築している。交流活動前の銃を下ろした理由では前時までの読みのポイントである

「尊敬」という言葉が出てきている。交流活動後は，他者の意見であった「正々堂々と戦いたい」という考えを自分の

考えにプラスして考えをまとめていた。単元最後の感想でも，それまでの授業の中で「じいさんと残雪の関係の変容」

という視点で「じいさんの残雪への気持ちに何かが加わった」という他者の考えを取り入れ，両者の関係を「どんどん

いい方向に行っている」と考えたと推測できる。 
Ｂは，単元の初めには，物語の表面的な部分しか読むことができていなかった。交流活動を通して他者の考えから大

きな影響を受け，読みが深まっていることが分かる。読みの授業を展開していく中で叙述に基づいて自分の考えを説明

する児童が増えてきたところ，徐々にＢもそのような習慣がついてきた。単元の最後には，「こんなに読みが深まると思

っていなかった」という驚きとともに，自己の変容に気付くことができた。 
Ｃは積極的に話合いに参加し，他者の考えを吸収していた。交流活動で他者の考えに触れることで交流活動の中で得

られた「解釈」と自分の「解釈」を結び付けて新たな読みを生成していた。 

 

  （２） 海のいのち   立松 和平  

   ① 捉えさせたい主な作品主題 

○一人の人間としての成長 ･･･ 命の継承，太一の心の葛藤 

     ○人間と自然の共生 ･･･ 自然のめぐみ 

   ② 本時 

     太一はなぜクエにもりをうたなかったのか考えよう。 
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子ども 単元はじめの感想 
銃を下ろした場面 

（交流活動前） 

銃を下ろした場面 

（交流活動後） 
単元終わりの感想 

Ａ 

私は,残雪と大造じいさんはしゃ

べらなくても気持ちが分かって

いるんじゃないのかなと思いま

した残雪は仲間を優先していて

かっこいいなと思いました。じい

さんはそんな残雪をうつわけに

はいかないと思ってじゅうをお

ろしたんじゃないかなと思いま

した。 

私はうたなかったのではなく，う

てなかったのだと思いました。理

由は，ライバルだけどやっぱり尊

敬しているからだと思います。 

私は気づかいというよりは感心

などの気持ちでうつことができ

なかったんだと思いました。大造

じいさんはライバルをずるして

までたおしたくないし，そんな自

分をひどいと思うと思います。 

私は大造じいさんとがんの間で

何かが良い方向にいっているん

じゃないかなと思いました。234

ページの「らんまんに咲いたすも

もの花が･･･」のところは，大造

じいさんからみて残雪は頭領ら

しいりっぱな背中だと思ったん

だと思います。大造じいさんは，

残雪の方が上だと思っているの

だと思います。 

Ｂ 

大造じいさんはもうがんをうつ

のはやめるのかなと思っていた

けど，最後に「また戦おう」と言

っていてあの時何を考えてうつ

のをやめたのか不思議です。 

私は残雪の助け合いに感動した

からだと思いました。それから，

231ページの 1行目に「じいさん

をにらみつけた」というところか

ら，うっている場合じゃないと感

じたんだと思いました。 

「ひきょうなやり方で戦いたく

ない」というのはあると思いま

す。理由は，仲間を助けている残

雪をこんなひきょうな手でつか

まえたら後悔するという意見か

らそうだと思いました。 

だんだん変わっている大造じい

さんの気持ちが読み取れました。

最後にはライバルという立場に

なり，ライバルだからこそお互い

に思い合ったり，尊敬したりする

良い関係になったんだと思いま

す。最後に「はればれとした顔つ

きで見守っていました」とあっ

て，「見守っている」だから「何

かあったらすぐに助ける」という

意味があるんだと思います。」そ

れほど残雪のことを思っている

んだと思います。 

Ｃ 

鳥はあまり頭が良くないのに，が

んは知恵があるので不思議に思

いました。 

ぼくは，仲間を助けようとしてい

る残雪に感心しているのだと思

いました 

ぼくは，感心，感動，尊敬が大造

じいさんの心で思ったことだと

思いました。理由は，残雪が仲間

を助けにきて「仲間思いなんだな

ぁ」と感心していると思ったから

です。 

大造じいさんは残雪のことをば

かにしていたけど，二人はライバ

ルになって同じ立場になって最

後は「正々堂々戦おう」と言って

いたので，ぼくは変わってきてい

るんだなと思いました。 

子ども 単元はじめの感想 
もりを打たなかった場面 

（交流活動前） 

もりを打たなかった場面 

（交流活動後） 
単元終わりの感想 

Ａ 

太一が大魚を殺さなかったのは，

海の命を守るためだと思います。

お父さんや与吉じいさの気持ちが

太一にはあって，海を守りたいと

いう気持ちになったんだと思いま

す。父と与吉じいさの思いをうけ

つぐために海を守っていきたいと

思ったんだと思います。 

村一番の漁師だったらささないか

ら，自分はさすべきではないと思

ったからだと思います。かたきを

討ちたい気持ちはあるけど，とら

なくてもいい魚をとるのは村一番

の漁師ではないと思ったんだと思

います。 

自分は村一番の漁師なのに，海の

ことを考えずに命をむだにしてし

まうことになるから，クエをさす

わけにはいかないと思ったんだと

思いました。もし，さしてしまっ

たら，自分は村一番の漁師ではな

くなり，父たちの思いもうけつが

ないことになってしまうからだと

思いました。 

太一の海への気持ちが強くな

っていると思いました。父や

与吉じいさの死でも少しずつ

成長して，クエの場面でとて

も変わりました。与吉じいさ

の「千匹に一匹で…」の言葉

が心にひびいて成長したんだ

と思います。 
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Ａは，初発の段階で，物語の一番の読みどころを捉え，その場面における自分の考えも持っていた。本時の交流活動

前の自分の考えは，「敵討ちのためにクエを殺すことは，獲らなくてもよい命をとることになり，海の命を守ることに反

している」という前時までの「村一番の漁師」とはどんな漁師なのかについての読みと関連付けて「解釈」していた。 

Ｂは，物語の読みどころや重要な言葉を捉えてはいたが，それに対する自分の考えをまだ持つことはできていなかっ

た。本時の交流活動前の自分の考えは，これまでの読みを手掛かりにしていると同時に，叙述に基づいて考えている様

子が見られた。交流活動後は，自分が納得した友達の考えを受け入れて考えを再構築していた。 

Ｃは，物語の読みどころに着目し，浅い読みではあるものの自分の考えを持っていた。本時の交流活動前は，これま

での読みと「ほほえんだ」「おとう」という叙述を考えの手掛かりにしていた。交流活動後は，「最低限の命をとる」と

いう交流活動中に出てきた友達の考えを受け入れて考えを深めていた。また，授業中の発言で，本文の叙述に基づいて

考えを形成し，それを表現する場面も見られた。教室の子どもたちから大きなうなずきをもらい，自分の読みに自信を

持つことができた。 

 

  （３） ヒロシマのうた 

   ① 捉えさせたい主な作品主題 

     被爆地「広島」から伝えるメッセージ 

      ○原爆の非人間性 

○苦境の中でもくじけずそれを乗り越えつながる人の愛 

   ② 本時 

     ヒロ子がワイシャツにししゅうした原子雲のかさにはどんな思いが込められているか考えよう。 

   ③ 子どもの読みの変容 

子ども 初発の感想 
原子雲のししゅうの場面 

（交流活動前） 

原子雲のししゅうの場面 

（交流活動後） 
単元末の感想 

Ａ 

・ヒロ子ちゃんに本当のお母さ

んのことを言ったとき，ヒロ子

ちゃんは泣きたかったともうけ

ど我慢したのは，本当のお母さ

んに似て，強かったのもあると

思うし，育てのお母さんも強い

ので，それもあると思いました。

「わたし」さんにワイシャツを

作っているときどんな気持ちで

作ったのかなと思いました。 

欠席 ヒロ子ちゃんとヒロ子ちゃんの

生みのお母さんのことを知って

いるのは「わたし」だけだから

「わたし」さんにあの日のこと

を忘れないでほしいとというこ

とが一つだと思いました。もう

一つは，ヒロ子ちゃんが本当の

お母さんのことを聞いたとき，

「わたし」さんの前だったから

言えなかった思いなどがこの原

子雲のかさに表されているんじ

ゃないかなと思いました。 

私は最初の感想と比べるととて

も成長したなと思いました。最

初の感想の時は深く読めていな

かったことが，深く読めて分か

るようになったことがたくさん

ありました。一人で考えてそん

なに大切じゃないと思っていた

ところも交流活動でとても大切

なんだと分かり，自分では分か

らない「つながり」などを見つ

けることができました。 

Ｂ 

この作品を読んで一番最初に感

じたことは，戦争は悲しむ人が

大勢いるということです。それ

を体験した人にしか分からない

気持ち・感情・出来事が会った

んだなと思いました。（P１８４

の１行目から）主題は「二度と

戦争を起こしてはいけない」だ

と思います。この話のように苦

しむ人が大勢いるのだから，わ

ざわざ自分たちの苦しむ方に行

っては，誰も生きている心地が

しないと思いました。 

うまく言い表せないけど，真実

を受け入れたよという印みない

なものかなと思った。理由は，

受け入れられなかったり嫌だっ

たりしたらわざわざ原子雲のか

さをししゅうしなかったと思っ

たから。受け入れたというのを

形にしたかったのかな？と思っ

た。理由は，稲毛さんに話を聞

かせてもらったときは，そこで

受け入れていたとしても，言葉

では何も表せていなかった。だ

から，言葉にはできないから原

子雲をししゅうして表したのか

な？と思ったからです。 

○さんの話を聞いて，「ありがと

う」という言葉をししゅうする

よりも「戦争」で助けてもらっ

た「ありがとう」は重いという

のはすごく納得しました。だか

らそれで原子雲のかさをししゅ

うした理由の一つなのかなと思

いました。「原爆」は三人のつな

がりができたきっかけで，だか

らといって原子雲のかさはやっ

ぱりししゅうしないと思いま

す。現実を受け入れた（受け入

れられた）からその印で原子雲

をししゅうしたのかなと思いま

した。このことからヒロ子もお

母さんも安心できていると思い

ます。 

主題は私は最初「二度と戦争を

してはいけない」だと思ってい

ました。だけど，先生の話（そ

れなら一場面だけでよいという

話）確かにそうだなと思いまし

た。それで，勉強で読み取って

いくうちにいろいろな答えが出

てきました。戦争の話を通して，

作者さんの伝えたいことが分か

り，だから「二度と戦争をして

はいけない」につながることが

分かりました。主題を考える時

も話全体を持て考えるようにし

たいです。 

Ｂ 

 

疑問に思ったことは「数限りなく

…こんな感情になったのは初めて

だ」のところ，「おとうここにおら

れたのですか」はクエがおとうに

見えたのか，です。「千匹に…」の

ところもどういうことなのかなと

思いました。この言葉には深い意

味がある気がしました。 

おとうのかたきをとらないと一人

前の漁師にはなれないと思ってい

たけど，「この大魚は殺されたがっ

ている」のときに「こんな感情に

なったのは初めてだ」とあるので

クエやおとうの気持ちを考えたの

ではないかと思いました。 

「海の命を殺さない」というおと

うや与吉じいさの思いをついでい

るというところがあるのでうたな

かったと思います。 

交流活動をして読みを深めて

いくうちに，太一の成長は文

の中には書かれていないけ

ど，隠されているんだなと思

いました。 

Ｃ 

 

太一は巨大なクエを見かけてもも

りをうたなかったから，海を大事

にしているんだなと思いました。 

太一がもりをうたなかったのは本

当に海を愛していると思ったから

だと思いました。ふっとほほえん

だからおとうがいたと感じたんじ

ゃないのかなと思いました。 

太一は一人前の漁師になりたかっ

たけど，海を大切にしたいと思っ

たからだと思います。自分が食べ

る分だけの魚を最低限だけとれば

いいと思ったからだと思います。 

太一が父のかたきをとりたい

けど，海を大切にしたいや村

一番の漁師を選んで成長した

なと感じました。 
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んのことを言ったとき，ヒロ子

ちゃんは泣きたかったともうけ

ど我慢したのは，本当のお母さ

んに似て，強かったのもあると

思うし，育てのお母さんも強い

ので，それもあると思いました。

「わたし」さんにワイシャツを

作っているときどんな気持ちで

作ったのかなと思いました。 

欠席 ヒロ子ちゃんとヒロ子ちゃんの

生みのお母さんのことを知って

いるのは「わたし」だけだから

「わたし」さんにあの日のこと
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とが一つだと思いました。もう
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「わたし」さんの前だったから

言えなかった思いなどがこの原

子雲のかさに表されているんじ

ゃないかなと思いました。 

私は最初の感想と比べるととて

も成長したなと思いました。最

初の感想の時は深く読めていな

かったことが，深く読めて分か

るようになったことがたくさん
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なに大切じゃないと思っていた

ところも交流活動でとても大切

なんだと分かり，自分では分か

らない「つながり」などを見つ

けることができました。 

Ｂ 

この作品を読んで一番最初に感

じたことは，戦争は悲しむ人が

大勢いるということです。それ

を体験した人にしか分からない

気持ち・感情・出来事が会った

んだなと思いました。（P１８４

の１行目から）主題は「二度と

戦争を起こしてはいけない」だ

と思います。この話のように苦

しむ人が大勢いるのだから，わ

ざわざ自分たちの苦しむ方に行

っては，誰も生きている心地が

しないと思いました。 

うまく言い表せないけど，真実

を受け入れたよという印みない

なものかなと思った。理由は，

受け入れられなかったり嫌だっ

たりしたらわざわざ原子雲のか

さをししゅうしなかったと思っ

たから。受け入れたというのを

形にしたかったのかな？と思っ

た。理由は，稲毛さんに話を聞

かせてもらったときは，そこで

受け入れていたとしても，言葉

では何も表せていなかった。だ

から，言葉にはできないから原

子雲をししゅうして表したのか

な？と思ったからです。 

○さんの話を聞いて，「ありがと

う」という言葉をししゅうする

よりも「戦争」で助けてもらっ

た「ありがとう」は重いという

のはすごく納得しました。だか

らそれで原子雲のかさをししゅ

うした理由の一つなのかなと思

いました。「原爆」は三人のつな

がりができたきっかけで，だか

らといって原子雲のかさはやっ

ぱりししゅうしないと思いま

す。現実を受け入れた（受け入

れられた）からその印で原子雲

をししゅうしたのかなと思いま

した。このことからヒロ子もお

母さんも安心できていると思い

ます。 

主題は私は最初「二度と戦争を

してはいけない」だと思ってい

ました。だけど，先生の話（そ

れなら一場面だけでよいという

話）確かにそうだなと思いまし

た。それで，勉強で読み取って

いくうちにいろいろな答えが出

てきました。戦争の話を通して，

作者さんの伝えたいことが分か

り，だから「二度と戦争をして

はいけない」につながることが

分かりました。主題を考える時

も話全体を持て考えるようにし

たいです。 

Ｂ 

 

疑問に思ったことは「数限りなく

…こんな感情になったのは初めて

だ」のところ，「おとうここにおら

れたのですか」はクエがおとうに

見えたのか，です。「千匹に…」の

ところもどういうことなのかなと

思いました。この言葉には深い意

味がある気がしました。 

おとうのかたきをとらないと一人

前の漁師にはなれないと思ってい

たけど，「この大魚は殺されたがっ

ている」のときに「こんな感情に

なったのは初めてだ」とあるので

クエやおとうの気持ちを考えたの

ではないかと思いました。 

「海の命を殺さない」というおと

うや与吉じいさの思いをついでい

るというところがあるのでうたな

かったと思います。 

交流活動をして読みを深めて

いくうちに，太一の成長は文

の中には書かれていないけ

ど，隠されているんだなと思

いました。 

Ｃ 

 

太一は巨大なクエを見かけてもも

りをうたなかったから，海を大事

にしているんだなと思いました。 

太一がもりをうたなかったのは本

当に海を愛していると思ったから

だと思いました。ふっとほほえん

だからおとうがいたと感じたんじ

ゃないのかなと思いました。 

太一は一人前の漁師になりたかっ

たけど，海を大切にしたいと思っ

たからだと思います。自分が食べ

る分だけの魚を最低限だけとれば

いいと思ったからだと思います。 

太一が父のかたきをとりたい

けど，海を大切にしたいや村

一番の漁師を選んで成長した

なと感じました。 

Ｃ 

広島で原爆が落とされて約７年

ぐらい過ぎてもヒロ子ちゃん

（ミ子ちゃん）のことを忘れな

いでずっと考えていて，よっぽ

ど忘れられないことなのかなと

思いました。 

戦争で本当のお母さんが死んで

しまって，会ってみたいからだ

と思います。ヒロ子は「会って

みたいな」と言っていました。

だから，ヒロ子は会ってみたい

というという思いが強いからし

しゅうしたのかなと思いまし

た。 

生みのお母さんに会いたいと考

えました。その理由は生みのお

母さんは原爆で殺されました。

そのことを知って「会ってみた

いな」と言いました。だから生

みのお母さんに会ってみたいと

いう思いからししゅうしたのだ

と思います。なぜ原爆の辛い思

いがあるのに，原子雲を書いた

のかというと，「三人のつながり

があるから」「ヒロ子は現実を受

け入れた印」だと思います。理

由は，稲毛さんと生みのお母さ

んはつながっていて，稲毛さん

がそのことを忘れたらそのつな

がりが切れてしまうことになる

のでやったのかなと思います。 

ヒロ子たちは，厳しい運命だっ

たけど，その運命に負けないで

前に進んでいくことがあったか

らこそ安心して暮らしていくと

思います。それと，稲毛さん，

ヒロ子，生みの母がつながって

いるから，その一つの命が助か

ったので，そこで稲毛さんがい

なかったら，ヒロ子はここにい

なかったと思います。稲毛さん

が助けたからヒロ子がここにい

る。なので，三人はつながって

いてすごいなと思いました。 

Ａは，初発の段階で，「つながり」について感じ取っていた。原子雲のかさをししゅうした理由については，交流活

動後の国語日記に交流活動中の友達の考えに左右されているような記述が無かったことから,自分の強い思いや考え

があるのだろうと推測する。しかし，「言えなかった思いが原子雲のかさに表れている」は少人数での交流活動でＢが

話していた考えであり，それによってＡの考えが深まったと考えられる。単元終了後は，漠然としていた「つながり」

という自分の考えが友達との交流を通して徐々に確実なものに変化していったと考えられる。 

Ｂは，原子雲もかさをししゅうした場面では，前時の「ヒロ子がにっこり笑って名札を胸のところに押さえた場面」

の「ヒロ子は悲しみと共に，真実を知りそれを受け入れ強く生きていこうとしている」ということと関連付けて考え

ていた。交流活動後は，友達の考えを受け入れ，しかし，「それだけでは原子雲のかさはししゅうしない，ヒロ子は現

実を受け入れたから」と友達の考えの土台に自分の考えがあることに気付き，つなげて考えることができていた。 

Ｃは，初発の段階では，かなり浅い読みであった。原子雲のかさをししゅうした場面では，「生みのお母さんに会っ

てみたい」という感情と原子雲のかさをししゅうする意味をつなげて考えることができていない。交流活動後は，交

流活動前の自分の考えと大きな相違はないものの，その理由として交流活動中の友達の考えを取り入れて，根拠を伴

った考えに変化している。単元の終わりには，自分が納得した作品主題を受けて，登場人物がその後どのような人生

を歩んでいくか想像していた。単元はじめの考えと比較しても，確実にＣの考えは深まっていると言える。 

  

Ⅳ 研究成果の学校教育における位置づけ・意義、応用性、期待 
  これまで国語科の学習において，子ども同士がつながる交流活動を軸に部分間の関連を図ることで「浅い読み」を「深い

読み」へ変える授業作りを試みてきた。そのような中で「つながり」がもたらした子どもの様々変容が見えてきた。一点目

は，他者と自分の考えを共有しながら学ぶことで，他教科においても学びの深まりが見られるようになったことである。道

徳の学習では,異なる観点から多面的・多角的に主人公の行動や気持ちを考えることができるようになった。二点目は,お互

いに認め合える学級の雰囲気が生まれたことである。互いに異なる考えを受容し合う授業は，「分からない」と言える柔和

で温かな雰囲気のクラスを作り出した。三点目は，子どもたちによる主体的な学級経営が行われるようになったということ

である。自主的に話し合いたい内容を決め，話合う機会を確保して欲しいと担任に申し入れ，子どもたち同士で司会などを

決めて話し合うようになった。司会など中心となって話合いを進める子どもは毎回変わり,その意味からも誰もが活躍する

可能性のある学級ができたと言える。 

  「つながり」を重視した国語科の文学的文章を「読むこと」の授業作りを軸として，子どもたちの人間関係や他者の気持

ちを想像できる思いやりの心を育み，学級の基盤を作り上げることができたと考えている。 
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